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新
地
町
は
元
気
で
す
！

6 月中旬に開催された新地町災害ボランティアセンター
主催の陶器市。被災者の方々はお皿や茶碗などを手に取
り、「とても助かります」と笑顔を見せました。

全国から新地町に集まったボランティアの方々が寄せた桜の花びらのメッセージ。心温まる励ましの
言葉に、勇気と希望が咲きました。

月中旬に開催された新地町災害ボランティアセンター
催の陶器市 被災者の方々はお皿や茶碗などを手に取主催主催
り、「

6 月
主催

「協働」のもと行われた被災地支援
～福島県災害ボランティアセンターの取り組み～
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　東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
多
大
な
人
的・

物
的
被
害
に
よ
り
、住
民
生
活
に
甚
大
な
支

障
が
生
じ
た
場
合
、各
都
道
府
県
社
協
は
被

災
地
の
支
援
を
進
め
る
た
め
に
関
係
機
関

や
N
P
O
な
ど
の
団
体
と
協
働
し
て
、都
道

府
県
災
害
V
C
を
開
設
し
ま
す
。都
道
府
県

災
害
V
C
の
活
動
は
主
に
、市
町
村
社
協
の

情
報
を
収
集
し
て
関
係
団
体
な
ど
へ
協
力
を

要
請
し
、市
町
村
社
協
な
ど
が
設
置
す
る
市

町
村
災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
と
運
営
を
支

援
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、全
国
に

向
け
て
の
情
報
発
信
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
展
開
を
広
域
的
に
支
え
る
役
割
を

担
い
ま
す
。

　今
回
の
大
震
災
に
あ
た
り
、福
島
県
社
協

を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
関
係
団
体
で
構

成
す
る
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
は
、県
内
各
地
で
展
開
さ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、同
協
議
会

が
作
成
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
指
針

に
基
づ
き
、「
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」を
3
月
14
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　同
セ
ン
タ
ー
は
、次
の
4
つ
の
活
動
理
念

の
も
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
の
市
町
村
災
害
V
C
を

支
援
す
る
福
島
県
災
害
V
C

　未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
カ
月
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
対
す
る
不
安
は
払
拭
さ
れ
ま
せ
ん
が
、福
島
は
少
し

ず
つ
、そ
し
て
確
実
に
復
興
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
に
よ
る

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
必
要
で
す
。
そ
の
受
け
入

れ
・
調
整
・
支
援
を
担
う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下
、災
害
V
C
）が
県
内
各

地
に
設
置
さ
れ
、活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
し
て
今
、災
害
V
C
の
活
動
は
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
福
島
県
災

害
V
C
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、今
後
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
考
え
ま
す
。

「
協
働
」の
も
と
行
わ
れ
た
被
災
地
支
援

〜
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
〜

　❶ 

被
災
者
本
位

　❷ 

関
係
機
関
と
の
協
働

　❸ 

安
全
と
健
康

　❹ 

風
評
被
害
の
払
拭

　そ
し
て
、震
災
直
後
か
ら
県
内
各
地
の
市

町
村
災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
や
運
営
支
援

の
ほ
か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
、物
資
や

機
材
の
手
配
・
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　福
島
県
内
の
市
町
村
災
害
V
C（
生
活
支

援
V
C
）は
、6
月
13
日
現
在
、33
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
該
市
町
村
社
協
職

員
の
ほ
か
、全
国
各
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社

協
職
員
、
N
P
O
職
員
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

関
係
団
体
と
の
協
働
の
も
と
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た

新
地
町
、相
馬
市
、南
相
馬
市
、い
わ
き
市

で
は
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、福
島
県
災
害
V
C
と
市
町

村
災
害
V
C
は
密
接
に
連
携
・
協
働
し
合

い
な
が
ら
、被
災
者
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー

ズ
」と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
支
援
活
動
」

の
調
整
役
と
な
り
、被
災
者
の
立
場
に
立
っ

た
支
援
が
迅
速
か
つ
円
滑
・
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
災
害
Ｖ
Ｃ
の

活
動
理
念
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　「
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

た
い
」と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
希
望
者
の

声
を
受
け
、福
島
県
災
害
V
C
で
は
、旅
行
会

社
の
協
力
の
も
と
現
地
ま
で
送
迎
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
連
休
を
活
用
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当

初
の
運
行
ル
ー
ト
は
、
福
島
駅
か
ら
新
地

町
、
郡
山
駅
か
ら
い
わ
き
市
へ
向
か
う
2

ル
ー
ト
。
参
加
者
は
全
国
か
ら
集
ま
り
、
な

か
に
は
遠
く
鹿
児
島
や
沖
縄
か
ら
参
加
さ
れ

た
方
も
い
ま
し
た
。
参
加
理
由
は
、「
親
が

福
島
県
出
身
だ
か
ら
」「
自
分
の
家
も
海
の

近
く
に
あ
っ
て
、他
人
ご
と
と
は
思
え
な
い

か
ら
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
同
行
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
仕

方
や
心
構
え
な
ど
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
、
初
心
者
の
方
に
も
安
心
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　現
地
で
の
主
な
活
動
は
、
側
溝
に
た
ま

っ
た
泥
の
か
き
出
し
や
、
歩
道
に
寄
せ
ら

れ
た
土
砂
や
漂
流
物
の
撤
去
作
業
、
集
積

所
に
集
め
ら
れ
た
瓦
礫
の
分
別
作
業
な
ど
。

そ
れ
ら
を
1
日
か
け
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
活
動
後
に
は
、「
地
元
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
て
良
か
っ
た
」「
被
災
地
の
た
め
に

何
か
し
た
い
、
と
い
う
同
じ
想
い
を
も
っ
た

参
加
者
と
一
緒
に
活
動
で
き
て
良
か
っ
た
」

な
ど
、
笑
顔
と
と
も
に
嬉
し
い
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
後
、新
た
に
南
相
馬
市
を
加
え
、
週
末

に
運
行
し
ま
し
た
。
継
続
し
て
参
加
さ
れ
る

方
も
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
に
よ
っ
て
で

き
た
支
援
の
輪
は
今
も
広
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
、

情
報
紙
に
よ
る
広
報

　福
島
県
災
害
V
C
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
報
告
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
案

内
、市
町
村
災
害
V
C
の
連
絡
先
の
ほ
か
、

避
難
先
で
も
で
き
る
簡
単
な
運
動
、心
の
ケ

ア
に
つ
な
が
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ「
ス
タ
ッ
フ
の
つ
ぶ
や
き
」

は
福
島
県
災
害
V
C
の
ス
タ
ッ
フ
が
毎
日
更

新
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
福
島
県
社
協
情
報
誌「
は
あ
と
ふ

る
・
ふ
く
し
ま
」の
別
冊
と
し
て「
福
島
県
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
通
信
」を
週
に

一
度
発
行
し
、県
内
外
の
避
難
所
や
市
町
村

災
害
V
C
に
配
布
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
被
災
者
の
方
々
に
役
立
つ
情
報
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

活動紹介

2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
希
望
者
を
被
災
地
に

送
迎
す
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」運
行

活動紹介

1

福島県災害ボランティア▶
センター通信　

「ボランティアバス」に参加した方は約2カ月間で延べ
905人にのぼりました。

ホームページ

3/11　県社協災害VC設置
3/14　県災害VC設置（県災害ボランティア連絡協議会）
3/12～　市町村災害VC立ち上げ支援（6/13現在33カ所で設置）

3/12～　山形県社協1名、北海道内社協7名、
関東Aブロック内社協267名、
九州ブロック内社協214名、
災害ボランティア支援プロジェクト会議等126名（6/10現在延べ615名）

●県災害VC設置
●市町村災害VC
　立ち上げ支援

●市町村災害VC運営
への人的支援

●市町村災害VCへの
資機材調達支援

●ボランティアバス
　運行
●学習会、
　計画的支援

避難所等での生活支援VC立ち上げ支援

4/13～　県内市町村社協（6/10現在延べ43名）
4/28～　県社協（6/10現在延べ20名）

ゴールデンウイーク中
（新地町、いわき市へ）

6月の土日（新地町、いわき
市、南相馬市鹿島区へ）

福島県災害ボランティアセンターの動き
3　月実施項目 4　月 5　月 6　月

3月下旬～　スコップ、自転車、土嚢袋、コピー・FAX機、パソコン、携帯電話等をニーズにより調達

福島県災害ボランティアセンター
http://www.pref-f-svc.org/

検 索

が
れ
き

県災害VC短期重点計画（4/29～5/12） 県災害VC活動計画中期ビジョン①（5/14～6/30）

5/23　仮設住宅入居者支援に関する学習会

3 2011.6



【図】福島県災害ボランティアセンターの連携・協働と活動内容

災害ボランティア支援
プロジェクト会議
（事務局：中央共同募金会）

企業、NPO、社協、共募等が協働し、被災地
及び被災者主体のボランティア活動の支援
を目的とした組織。多くの災害VC運営支
援者がエントリーしています。

●運営支援者の派遣
による県災害VC
や市町村災害VC
運営の支援
●資機材の手配　等

福島県災害ボランティアセンター
（運営母体：福島県災害ボランティア連絡協議会）

以下7つの組織・団体で構成

うつくしまNPO
ネットワーク
●スタッフの派遣に
よる県災害VC運
営の支援 県内の市町村災害

ボランティアセンター

●運営支援者の派遣による市
町村災害VCの立ち上げや
運営のサポート
●関東Aブロック社協、九州ブ
ロック社協、県内市町村社協
の派遣調整

●資機材の手配
●ボランティアバスの運行
●ボランティア保険の加入  等

全国の社協ネットワーク
●ボランティアコーディネーター
の派遣による県災害VCや市
町村災害VC運営の支援

●資機材の手配　等

※１　関東Aブロック社協…さいたま市社協、群馬県社協、千葉市社協、埼玉県社協、栃木県社協、千葉県社協、東京都社協（幹事）、茨城県社協で構成
※２　九州ブロック社協…福岡市社協、福岡県社協（幹事）、佐賀県社協、長崎県社協、熊本県社協、大分県社協、宮崎県社協、鹿児島県社協で構成

NPO
ハートネット
ふくしま

日赤
県支部県福島

県社協
（事務局）

青年
会議所

県
アマチュア
無線連盟

全社協
関東

Aブロック
社協※1

北海道社協
山形県社協

県内
市町村
社協

県共募

九州
ブロック
社協※2

県内の社協
ネットワーク
県内の社協
ネットワーク
災害時相互
支援協定

北海道・東北ブロック
災害時相互
支援協定

サポ
ート

　福
島
県
災
害
V
C
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
な
ど
過
去
の
大
き
な
災
害
を
参
考
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
絡
調
整
・
整
備

を
図
る
た
め
平
成
9
年
に
設
置
さ
れ
た

「
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
」
が
運
営
母
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同

協
議
会
は
、
事
務
局
の
福
島
県
社
協
を
は

じ
め
、
福
島
県
、
福
島
県
共
同
募
金
会
、

日
本
青
年
会
議
所
東
北
地
区
福
島
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支

部
、
N
P
O
法
人
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
、
福
島
県
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
大
震
災
に
際
し
て
、福
島
県
災
害

V
C
へ
は
、全
国
の
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
、
山
形
県
社
協
、
関
東
A
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
社
協
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
社
協
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
に
参
画
し
て
い
る
社
協
や

N
P
O
法
人
な
ど
か
ら
も
運
営
支

援
者
を
派
遣
い
た
だ
く
な
ど
、
福

島
県
災
害
V
C
の
運
営
に
は
県
外

の
多
く
の
団
体
・
人
々
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　県
内
に
お
い
て
は
、
N
P
O
法

人
う
つ
く
し
ま
N
P
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
の
長
期
的
な
職
員
派
遣
の

ほ
か
、
N
P
O
法
人
う
つ
く
し
ま

ブ
ラ
ン
チ
に
は
情
報
誌
や
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
の
編
集
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
協
働
」
が
福
島
県
災
害
V
C
の

運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
協
働
」の
絆
で
結
ば
れ
た

福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
構
成

福島県災害ボランティアセンターの活動について活発な情報交換を行う福島県
災害ボランティア連絡協議会の会議。
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　私
が
所
属
す
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

は
、
新
潟
中
越
地
震
で

の
災
害
V
C
が
経
験
し

た
こ
と
の
継
承
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
構
築
を
目
指

し
、
2
0
0
5
年
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
平
常

時
に
は
、
災
害
支
援
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
の
ほ
か
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
の
も
と
、
災
害
V
C
運
営
支
援
者
研
修
を
開
催
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
行
い
方
、
受
け
入
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
指
南
し
、

災
害
V
C
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
人
材
の
育
成
と
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
多
様
な
関
係
団
体
が
協
働
し
合
っ
て
被
災
者

支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　私
は
4
月
中
旬
か
ら
福
島
に
入
り
、す
で
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た
福
島
県

災
害
V
C
の
環
境
整
備
、情
報
収
集
、ス
タ
ッ
フ
の
管
理
な
ど
、県
全
体
の

災
害
V
C
が
機
能
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、過
去
の
経
験
を
活
か
し
て
コ
ー

ディ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
方
が
安
全
か

つ
安
心
し
て
現
場
で
動
く
た
め
の
、ガ
イ
ド
役
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
す
る
と
、
誰
か
の
力
を
借
り
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
そ
れ
を
上
手
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
力
で
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。
ま
た
、
慣
れ
な

い
土
地
に
移
動
し
て
き
た
避
難
者
を
地
域
の
人
々
が
支
え
、力
を
合
わ

せ
て
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

故
郷
・
福
島
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～緊急支援から自立支援へ～
　福島県災害VCはこの3カ月半の間、市町村災害VCの立ち上げ・運営支援、関係団体との連携
による被災地支援、活動資機材の確保など「緊急救援期」の活動を行ってきました。今後は、
「福島県災害ボランティアセンター活動計画中期ビジョン①」に基づき、市町村災害VCや社協と

の連携強化、情報発信の強化、仮設住宅入居者への支援などに重点を置いて、「生活復興期」の活動に取り組ん
でいかなければいけません。被災者一人ひとりの経済的・精神的に自立した生活へ向け、ニーズに耳を傾けなが
ら、被災者に寄り添う姿勢で長い目での支援に取り組んでいきます。

今後の
取り組み

■
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

■
社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

長
谷
部

　治
さ
ん

被災者の力を引き出しながら自立を支えたい
は

　せ

　べ

お
さ
む

　青
年
会
議
所
（
以

下
、J
C
）は「
修
練
・奉

仕
・
友
情
」の
信
条
の

も
と
、ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
運
動
に
取
り

組
み
、「
明
る
い
豊
か
な

社
会
」の
実
現
を
目
指

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
行
政
改
革
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
大
震
災
発
生
当
初
は
、
福
島
県
災
害
V
C
の
一
員
と
し

て
、
福
祉
の
枠
を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ

た
全
国
の
J
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、水
や
食
料
な
ど

の
物
資
を
福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
る
「
命
を
つ
な
ぐ
支
援
」
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
市
町
村
社
協
に
コ
ピ
ー
機
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
配
送
し
、

災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
の
J
C
も

被
災
し
て
い
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
結
び
つ
き
が
、
機
動

力
の
良
さ
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　震
災
発
生
か
ら
3
カ
月
が
経
過
し
、
今
後
は
被
災
者
の
方
が
ど
の
よ

う
な
支
援
を
求
め
て
い
る
か
探
り
な
が
ら
、「
福
島
を
元
気
に
す
る
」よ

う
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
誰
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
原
発
問
題
へ
の
不
安
を

払
拭
す
る
講
演
を
開
く
な
ど
、「
心
の
ケ
ア
」
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
そ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
福
島
に
は
素
晴
ら
し
い
ス

ポ
ッ
ト
や
お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信
す

る
こ
と
も
、
そ
の
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
復
興
に
向
け
た
道
の
り

は
長
い
で
す
が
、
福
島
県
災
害
V
C
の「
協
働
」の
強
さ
を
活
か
し
て
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

■
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

　東
北
地
区
福
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

　会
長

坂
田

　敦
志
さ
ん

「命をつなぐ支援」から「福島を元気にする支援」へ
さ
か

　た

あ
つ

　し

ふ
る
さ
と

新潟中越地震や阪神淡路大震災での
経験を活かし助言する長谷部さん。

「被災者の方の自立支援活動にも取
り組んでいきたい」と話す酒田さん。

「協働」のもと行われた被災地支援特 集
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今
年
度
の
県
社
協
事
務
局
は
、
地
域
福
祉
課
の
中
に
新

た
に
生
活
支
援
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
震
災
復
興
に
向
け

各
課
が
お
互
い
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が
輝
け
る

地
域
福
祉
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

うつくしまコラボネットワーク会議

※各課に直通の電話、メールアドレスを設置しておりますので、ご利用ください。

会　長

常勤副会長

事務局長

事務局次長

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
課

人
材
研
修
課

二
本
松
事
務
所

い
き
い
き
長
寿
課

運
営
適
正
化
委
員
会

生
活
支
援
室

地
域
福
祉
課

総
務
企
画
課

組織図 平
成
23
年
度

社
会
福
祉
法
人

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
組
織
の
紹
介

特 

集 

2

ZOOM
U P

●法人運営　●総合企画・提言活動　●共済事業
●広報誌の発行　●社会福祉従事者の福利増進
●職場研修の実施

TEL(024)523-1251　FAX(024)523-4477
メール soumu@fukushimakenshakyo.or.jp

●地域福祉活動の推進
●市町村社会福祉協議会への支援
●民生委員・児童委員活動の推進
●介護福祉士等修学資金の貸付

TEL(024)523-1252　FAX(024)523-4477
メール chiiki@fukushimakenshakyo.or.jp

●福島県災害ボランティアセンターの運営
●ボランティア活動に関する相談・情報の提供
●ボランティアの養成・研修
●福祉教育の推進

TEL(024)523-1254　FAX(024)523-4477
メール vc@fukushimakenshakyo.or.jp

◆福島県災害ボランティアセンター
　※福島県災害ボランティア連絡協議会が運営母体

TEL(024)522-6540　FAX(024)522-6546
メール pref.f.svc@gmail.com

●生活福祉資金の貸付

TEL(024)523-1250　FAX(024)523-4477
メール seikatsu@fukushimakenshakyo.or.jp

●あんしんサポート事業

TEL(024)523-2442　FAX(024)524-3618
メール sien@fukushimakenshakyo.or.jp

＊ ＊総務企画課

生活支援室

＊ ＊地域福祉課
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福祉の就職総合フェア

●介護サービス情報公表事業
●第三者評価事業
●社会福祉法人・社会福祉施設への支援

●福祉サービス利用についての苦情や不満の相談・
　解決

●認知症コールセンター事業

TEL(024)522-1122　FAX(024)524-2228

TEL(024)523-1256　FAX(024)524-3618
メール kohyo@fukushimakenshakyo.or.jp
 chosa@fukushimakenshakyo.or.jp

TEL(024)523-2943　FAX(024)523-2943
メール kujou@fukushimakenshakyo.or.jp

●長寿社会推進センターの運営
●元気高齢者発信事業
●高齢者総合相談センター事業

TEL(024)524-2225　FAX(024)524-2228
メール choju@fukushimakenshakyo.or.jp

●無料職業紹介事業
●福祉人材養成事業
●福祉人材確保事業
●介護支援専門員の養成

TEL(024)521-5662　FAX(024)521-5663
メール jinzai@fukushimakenshakyo.or.jp

●マッチング支援事業

TEL(024)526-0045　FAX(024)524-3618
メール jinzai@fukushimakenshakyo.or.jp

●社会福祉施設等役職員研修の実施
●福祉職員生涯研修の実施

TEL(024)523-1259　FAX(024)521-5663
メール kensyu@fukushimakenshakyo.or.jp

●施設種別部会・協議会の運営

TEL(024)526-0045　FAX(024)524-3618
メール shisetsu@fukushimakenshakyo.or.jp

●就業相談の実施　●就業情報の提供
●就業支援講習会の開催

TEL(024)521-5662　FAX(024)521-5663
メール boshii@fukushimakenshakyo.or.jp

●一般県民を対象とした介護講座の実施
●相談員や介護職員等を対象とした専門研修の実施

〒 964-0904　二本松市郭内一丁目 196-1
（県男女共生センター 5階）
TEL(0243)23-8306 FAX(0243)23-8314
メール kaigo@fukushimakenshakyo.or.jp

＊ ＊福祉サービス支援課

＊ ＊いきいき長寿課

＊ ＊福島県運営適正化委員会

＊ ＊人材研修課

母子家庭等就業・自立支援センター

二本松事務所



認知症高齢者・障がいのある方のくらしの安心をお手伝い認知症高齢者・障がいのある方のくらしの安心をお手伝い
あんしんサポート（日常生活自立支援事業）のご案内あんしんサポート（日常生活自立支援事業）のご案内

県社協　地域福祉課
TEL（024）523-2442　FAX（024）523-4477
メール　shien@fukushimakenshakyo.or.jp

❶福祉サービスを安心してご利用できるようお手伝いします。
❷生活に必要なお金の出し入れや、公共
料金等の支払いをお手伝いします。
❸通帳や印鑑など、大切な書類を安全な
場所でお預かりします。

認知症高齢者、知的・精神障がいのある方などで、福祉サービス
の利用やお金の管理など、暮らしの中で不安のある方を対象とし
て、上記について公的な制度でお手伝いします。
詳しくは、お住まいの市町村社会福祉協議会へ相談してください。

重要

社会福祉事業等経営相談事業のご案内
福祉・介護人材マッチング支援事業

社会福祉事業等経営相談事業のご案内

県社協　人材研修課
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター2階）
TEL（024）526-0045(直)　FAX（024）524-3618
メール　jinzai@fukushimakenshakyo.or.jp

●相談方法等

●対　　象　・福島県内の社会福祉施設・事業所
　　　　　　・福島県内の社会福祉施設・事業所を設置経営する法人
　　　　　　・福島県内の市町村社会福祉協議会
●相談体制　・一般相談（常勤）　福島県社会福祉協議会職員
　　　　　　・専門相談（非常勤）公認会計士、弁護士、社会保険労務士

電話・FAX・メールによる相談
来所による相談
訪問による相談

月～金曜/午前8時30分～午後5時※祝祭日除く
月～金曜/午前8時30分～午後5時※祝祭日除く
随時※予め電話にてご予約願います。

無料
無料
無料

費　用時　間　等費　用

　使い道が違います。
 「義援金」は、被災者の生命、財産への被害

に対する「お見舞い金」として行政を通じて被災者
の方々へ直接届けられる寄付金です。配分委員会が
定める基準により公平に分配されます。
　「支援金」は、災害ボランティアグループやNPO
等の団体の活動を支援する寄付金です。被災地支援
を行う団体等の活動を支援することで、間接的に被
災者を支援することになります。

Q「義援金」と「支援金」の違いは
何ですか？

「義援金」「支援金」の使い道と受け付け先

　東日本大震災の発生により、よく耳にするようになった「義援金」と「支援金」。
　被災者のために集められた善意のお金ですが、何が違うのでしょうか。

A 「義援金」は、中央共同募金会や日本赤十字
社で受け付けています。また、福島県でも福

島県の被災者のための義援金を受け付けています。
　「支援金」は、中央共同募金会の「災害ボランテ
ィア・NPO活動サポート募金」や福島県社会福祉協
議会の「福島県災害ボランティア支援募金」などの
ように災害ボランティア活動を支援する活動に使わ
れるもの、日本ユニセフ協会の「東日本大震災緊急
募金」などのように被災地の子どもたちを支援する
活動に使われるものなど多様です。
　どのように使われるかを知って募金すると、被災
者や支援する活動をより身近に感じるのではないで
しょうか。

Q「義援金」や「支援金」は、どういう
ところで受け付けていますか？

A

Q A&

〈支援金〉
被災地支援を行う
団体の活動を
支援する寄付金

〈義援金〉
被災者の方々へ
直接届けられる
寄付金

82011.6
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第14回福島県介護支援専門員実務研修受講試験のご案内

「福祉・介護就職フェア」のご案内

介護支援専門員の業務に関する演習等を主体とする実務的な研修を行うに際し、
必要な専門知識等を有していることを確認するために実施します。

福島県内の社会福祉施設等に就職を希望する
平成24年3月卒業予定の学生及び一般求職者を対象に開催します。

開催日 平成23年8月6日（土）

会　場 いわきワシントンホテル
 椿山荘
 「アゼリアの間」

  TEL （0246）35-3375

開催日 平成23年8月24日（水）

会　場 郡山ビューホテル
 アネックス
 「花勝見の間」

  TEL （024）939-1112

開催日 平成23年7月31日（日）

会　場 会津若松
 ワシントンホテル
 「飛翔の間」

  TEL （0242）22-6130

時　間 午後 1時 15分～午後 4時
内　容 (1) 職員採用予定のある社会福祉施設等による個別面談
 (2) ハローワーク相談コーナー、福祉人材センター相談コーナー

参加費 来場者は無料
 （当日自由参加）

  試験日時
平成23年10月23日（日）
午前10時開始

  試験会場
福島大学（福島市）
福島学院大学 福島駅前キャンパス（福島市）

  受験手数料及び試験問題作成手数料
8,350円

  受験資格
保健・医療・福祉分野で合計5年以上かつ900日以上の
実務経験を有する者等
（資格要件によって異なる場合あり）
※詳細は、「受験案内」で確認してください。

  申込期間
平成23年7月1日（金）～平成23年7月29日（金）
※当日消印有効

  受験案内の配布について
⑴配布期間：平成23年6月27日（月）
　　　　　　　～平成23年7月28日（木）
⑵配布方法：受験案内の入手を希望する方は、『返信用
封筒』に宛先を明記し希望冊数に応じた切手を貼付し
たうえで、下記お問い合わせ先までお送りください。
注１）返信用封筒表面左下に「ケアマネ試験受験案内○○冊希

望」と必ず希望冊数を明記すること
注２）速達での送付を希望する場合は、封筒表面に朱書きで「速

達」と明記すること

ゆうパック等の着払い伝票に必要事項を記入して
送付してください（返信用封筒は不要）。なお、必ず
希望冊数を明記してください。

１冊

２冊

３～4冊

5冊以上

２４０円

３９０円

５８０円

速達２７０円加算

速達３７０円加算

返信用封筒
のサイズ

Ａ４
（角型２号）

希望冊数 返信用封筒に貼付する切手の金額

浜通り 中通り 会津地方

求人面談コーナーに参加（ブース設置）を希望する場合は、
下記までお問い合わせください。

社会福祉施設等の
採用者の皆様へ

県社協 人材研修課  〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
TEL(024)521-5662  または  (024)523-1259　　　メール jinzai@fukushimakenshakyo.or.jp

お問い合わせ先

平日午前9時～午後5時までにお問い合わせください。
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県社協 人材研修課 福祉人材センター
TEL（024）521-5662　
FAX（024）521-5663
メール jinzai＠fukushimakenshakyo.or.jp

会津若松市
社会福祉協議会

6日（水）
南相馬市

原町保健センター

21日（木）
いわき市

社会福祉センター

13日（水）
郡山市

総合福祉センター

25日（月）

★ネット紹介システム（インターネット求人登録）は、

http://www.fukushimakenshakyo.or.jp 
　　　　　　　　　　　　の福祉人材センターホームページからアクセス！

〈相談受付時間 午前10時～午後3時（全会場共通）〉

●相談無料　事前に予約が必要です。
●随時、お仕事の相談を受け付けております。上記以外にも県内各
地で相談会を開催しておりますので、お気軽にご連絡ください。

県社協　人材研修課　母子家庭等就業・自立支援センター
〒960-8141福島市渡利字七社宮111
（福島県総合社会福祉センター3階）
TEL（024）521-5699　FAX（024）521-5663　　
メール  boshi@fukushimakenshakyo.or.jp

ひとり親のみなさんの就業を応援します。
母子家庭等就業・自立支援センター

7月の「就職相談会」のお知らせ

須賀川市
県中保健福祉事務所

13日（水）
南相馬市

相双保健福祉事務所

27日（水）
福島市

県総合社会福祉センター

11日（月）
〈相談受付時間 午前10時～午後3時（全会場共通）〉

〒960-8141福島市渡利字七社宮111
（福島県総合社会福祉センター内）
TEL（024）522-0822　FAX（024）528-1234

●ホームページ 

●メールアドレス 

http://www8.ocn.ne.jp/̃akaihane/　 

akaihane@axel.ocn.ne.jp 

福祉の求人、求職は福祉人材センターへ
7月の「福祉の仕事相談会」の日程

東日本大震災に対する共同募金の取り組み

　福島県共同募金会では、大規模災害の発生に備えて毎年の共同募金額の一定割合を「災害等準
備金」として積み立てています。
　この災害等準備金は、3月11日の東日本大震災の発生に伴い県内の災害ボランティアセンター
（社会福祉協議会）の活動資金として活用させていただいています。

■災害ボランティアセンターへの支援状況 （平成23年6月20日現在）

•支援先…福島県社会福祉協議会、県内27市町村社会福祉協議会
•支援金額…80,680,000円

　福島県共同募金会及び中央共同募金会では、平成23年3月11日に発生した東日本大震災にともない被災地
で支援活動を行う団体への支援など様 な々取り組みを行っています。
　共同募金の趣旨をご理解いただき、ご支援ご協力くださいますようお願いします。

福島県
共同募金会

　被災地での復旧、復興のために活動を行っているボランティアグループ・NPO等の人たち。「募金」
をとおして、その活動を資金面から支えませんか？ 皆様のあたたかいご支援とご協力をお願いします。

中 央
共同募金会

社会福祉法人福島県共同募金会

社会福祉法人 中央共同募金会
〒100-0013　東京都千代田区霞が関3-3-2　新霞が関ビル5階
TEL (03)3581-3846㈹　FAX (03)3581-5755

お問い
合わせ先

活用されています　～災害等準備金

被災地で支える人を「支える募金」にご協力ください
～赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」

　被災された方々を支える皆さんの活動を資金面でサポートするため創設された助成金です。
只今、助成の応募を受け付けています。

被災地等で活動するボランティアグループ・NPO等の皆さんへ
～赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」助成事業のお知らせ

赤い羽根 検索

※詳しくは、中央共同募金会ホームページ
（http://akaihane.or.jp）をご覧ください。



名　称
避　難　前 避　難　後

所在地 所在地 TEL／ FAX

社会福祉法人　
国見町社会福祉協議会

〒969-1761
伊達郡国見町大字藤田

字南44-1
▶

〒969-1761
伊達郡国見町大字藤田字観月台15

観月台文化センター 内

TEL
FAX

(024)585-3403
(024)585-1555

社会福祉法人　
須賀川市社会福祉協議会

〒962-8509
須賀川市中町6-1 ▶

〒962-0054
須賀川市牛袋町5
須賀川アリーナ 内 2F

TEL
FAX

(0248)88-8211
(0248)88-8212

社会福祉法人　
田村市社会福祉協議会

都路支所

〒963-4701
田村市都路町古道
字寺下50

▶
〒963-4312

田村市船引町船引字東中子縄７
田村市社会福祉協議会本所 内

TEL
FAX

(0247)81-2166
(0247)81-2167

社会福祉法人　
広野町社会福祉協議会

〒979-0408
双葉郡広野町中央台

1-4-1
▶

〒972-8322
いわき市常磐上湯長谷町釜ノ前5

広野町役場湯本支所 内

TEL
FAX

(0246)43-1533
(0246)43-1533

社会福祉法人　
楢葉町社会福祉協議会

〒979-0604
双葉郡楢葉町大字北田

字鐘突堂5-5
▶

〒969-6144
大沼郡会津美里町福重岡字桜ノ下32
会津美里町農村環境改善センター 内

TEL
FAX

(0242)56-2247
(0242)56-2248

社会福祉法人　
富岡町社会福祉協議会

〒979-1112
双葉郡富岡町中央1-8-1 ▶

〒963-0115
郡山市南2丁目52

ビッグパレットふくしま 内

TEL
FAX

(090)2852-5025
(024)947-8020
（ビッグパレット）

社会福祉法人　
川内村社会福祉協議会

〒979-1201
双葉郡川内村上川内早渡

11-24
▶

〒963-0115
郡山市南2丁目52

ビッグパレットふくしま 内

TEL
FAX

(090)2852-5089
(024)947-8531
（村災対）

社会福祉法人　
大熊町社会福祉協議会

〒979-1308
双葉郡大熊町下野上大野

557-1
▶

〒965-0873
会津若松市追手町2-41

大熊町役場会津若松出張所 内

TEL
FAX

(0242)29-5760
(0242)29-5761

社会福祉法人　
双葉町社会福祉協議会

〒979-1471
双葉郡双葉町大字長塚
字谷沢町35-1

▶
〒347-0105

埼玉県加須市騎西598-1
旧騎西高校

TEL
FAX

(0480)70-0057
(0480)70-0058

社会福祉法人　
浪江町社会福祉協議会

〒979-1521
双葉郡浪江町大字権現堂

字矢沢町6-1
▶

〒964-0904
二本松市郭内１丁目196-1
福島県男女共生センター 内

TEL
FAX

(0243)62-0168
(0243)22-4263

社会福祉法人　
葛尾村社会福祉協議会

〒979-1602
双葉郡葛尾村大字落合

字菅ノ又6-1
▶

〒969-6566
河沼郡会津坂下町稲荷塚77
葛尾村会津坂下出張所 内

TEL
FAX

(0242)84-1786
(0242)83-0786

社会福祉法人　
飯舘村社会福祉協議会

〒960-1803
相馬郡飯舘村伊丹沢
字伊丹沢571

▶
〒960-1301

福島市飯野町字後川3-1
いいの交流館 内

TEL
FAX

(024)562-3622
(024)562-3644

東日本大震災を受け、機能を移転した市町村社協の現在の所在地です。
参考にしてください。

（平成 23年 6月 30日現在）
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被災社協連絡先
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健康運動指導士
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方
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介
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「
天
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」
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さ
れ
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い
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皆

さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

運
動
強
度
の
目
安
と
し
て
、
楽
に
会
話
が

で
き
る
よ
う
な
ペ
ー
ス
が
理
想
で
す
。
話

題
も
育
児
や
農
作
業
と
い
っ
た
身
近
な
こ

と
か
ら
、
飯
豊
山
、
滝
桜
の
こ
と
な
ど
多

種
多
様
で
す
。
私
も
皆
さ
ん
と
の
会
話
の

中
で
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
毎
日
で
す
。
元

気
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
難

し
さ
、
そ
し
て
運
動
指
導
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
運

動
の
指
導
を
行
う
と
い
う
こ
と
よ
り
、
皆

さ
ん
と
ど
う
し
た
ら
楽
し
い
時
間
を
共
有

で
き
る
か
と
考
え
る
こ
と
が
、
高
齢
者
向

け
の
運
動
現
場
で
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　震
災
以
降
、
不
安
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
が
、
私
は
皆
さ
ん
と
楽
し
く
元

気
に
運
動
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
会
津
か

ら
元
気
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

運
動
を
通
し
て

高
齢
者
の
方
を
元
気
に
！

■発行・企画編集
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
〒960-8141　福島市渡利字七社宮111　TEL （024）523-1251㈹　FAX （024）523-4477
URL http://www.fukushimakenshakyo.or.jp　メール  heartful@fukushimakenshakyo.or.jp　

発行日／平成23年6月30日　　　制作・印刷／（株）日進堂印刷所
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忠
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さ
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●
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災
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、
被
災
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援
活
動
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取
り
組

み
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す
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欽
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ん
）

●

　あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
各
市
町

村
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

 

（
小
林 

聡
子
さ
ん
）

　南相馬市の街なかで「人間復興、ふるさと再生、ありがとうからはじめよう」と書かれ
たのぼりを見かけました。震災後、テレビ広告などで様々なメッセージが流れていまし
たが、福島県に住む一人として、どれ一つ心に届くものはなかった気がします。しかし、
被災地の南相馬市に掲げられたこのメッセージ、「人間復興」には深い共感を覚えまし
た。「ありがとうからはじめよう」。なんて謙虚で、だけどなんて力強い言葉なんだろう。

総務企画課　中島　将

財団法人 みずほ福祉助成財団
平成23年度（第31回）社会福祉助成金のご案内

読者のおたより

● 申請期限
 平成23年7月末日必着（末日が休日の場合は、翌営業日必着）
● 対象団体
 社会福祉法人、非営利活動法人、任意団体、共同作業所等又は研究グループ（3人以 
 上で構成）とし、営利法人と個人は除きます。
● 対象事業
 障害児者に関する事業及び研究で、先駆的・開拓的事業及び研究を優先します（但し、 
 研究助成については「社会福祉（ソーシャルワーク）に関する研究」も可とします）。
● 助成金額
 事業助成…15万円以上100万円を限度　研究助成…150万円を限度
● 詳細・お問い合わせ先
 財団法人みずほ福祉助成財団　TEL(03)3201-2442
 ホームページ　http://homepage3.nifty.com/mizuhofukushi/

なかじま  しょう

編 集 後 記

全部できたら二重ワクの６文字をABC順に
読んでください。そのことばが答えです。

❶
❷
❸
❹
❺
❼
❾
12
13
15
16
18

➡ヨコのカギ
福島ゆかりの「GReeeeN」は音楽とコレの二足のわらじ
牛乳＋卵黄＋砂糖＋ゼラチン＋生クリーム＋香料＝？
ほ乳類なのに変温動物。動かないのでとっても小食
松尾芭蕉の生誕地としても知られる忍者の里
地元のモノをいただく「○○○地消」
虹の一番外側の色は？
千夜一夜物語では魔法の力で空を飛びます
日本の朝ご飯に欠かせない(?)おふくろの味
優秀な人材を早期に確保すること「○○○買い」
日本の国鳥は「キジ」、ではアメリカの国鳥は？
もつれた麻の糸のこと。快刀で断ちます
小僧がいる体の部分ってなぁ～に？

クロスワードパズル

３月号の正解は「会津漆器（アイヅシツキ）」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

今月の当選者の中から抽選で３名の方
に、社会福祉法人ほっと福祉記念会　
ＣＡＦＥ　ｓｗｅｅｔ　ｈｏｔ（就労継続Ａ型・郡
山市）の「クッキー・マフィン詰合せ
ＢＯＸ」をプレゼントいたします。なお、
当選者の発表は商品の発送をもってか
えさせていただきます。

ハガキにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご
要望 を全てご記入の上、下記までご応募ください。 
平成23年7月29日(金)
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
「はあとふる・ふくしまパズル係」

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。※いただい
た本誌に対するご意見等は、「読者のおたより」に掲載させていただきます。

応募
方法

締切

宛先

AA BB CC DD EE FF

❶
❸
❻
❼
❽
10
11
14
17
19
20
21

⬇タテのカギ
隣のモノは青く見えます
沖縄県では県外のことをこう呼んだりします
英語で言うと「河の馬」の意味を表す「ヒッポポタムス」
梅雨の必需品。電車内の忘れ物No.1
女性の武器を使ってメロメロに…
友釣りで捕まえる川魚
脱穀する前のお米
心ここにあらず
茹でた菜っ葉や山菜に醤油をかけていただく
鉛筆や林檎、蠟燭などにあります
反面教師に似た四字熟語「○○○之石」
七転八起! 白河の「ダルライザー」はコレがモチーフ

チャレンジ！
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